
プールについて

プール遊びは、全身で水の感触を楽しめ、気持ちを解放出来ます。

水の刺激で温度に対する抵抗力をつけ、皮膚を丈夫にし、自律神
経の働きを活発にします。また、血液循環をよくし、心臓や肺の
機能を高めるなど丈夫な身体を作ります。

一方で、プール遊泳は、水の抵抗により体力を消耗します。また、
体が冷えることから、体温を維持するためにエネルギーを使うの
で、免疫力が低下した状態となります。体調の悪いときは、プー
ルを見合わせることも大切です。

とびひ
感染経路は、接触感染であり、プールの水を介しては感染しません。ただし、病変部
が水でふやけて掻き壊しがとんだり、接触してうつることがあります。また、水中で皮
膚がふやけることは、とびひの悪化につながるため、とびひのある園児はプールは入
れません。

水いぼ
感染経路は接触感染です。プール水ではうつりません。プールには病変部をガーゼ
や絆創膏などで覆ってください。水いぼの数が多く、覆いきれないときは、シャツやズ
ボンをはいて入ります。

腸管出血性大腸菌感染症
感染経路は経口感染です。下痢をしている者は、罹患の可能性があるため、プール
には入れません。

あたまじらみ
治療を始めればプールに入れます。

新型コロナウイルスについて・・・
残留塩素が適切に管理されいる場合、
プールの水を介した感染のリスクは低い
とされています。これまで同様、プールの
水質管理の徹底を行ってまいります。

現在、保育園では、飛沫感染対策として、
保育士のマスクは着用としております。
ただし、屋外での活動等、

熱中症の危険性のある場合は、
マスクを外しています。
また、園児のマスク着用には、
ルールは設けておりませが
気温の高い場所では、
保育士のほうで園児の
マスクをはずすよう
臨機応変に対応して
います。

梅雨明けが待ち遠しいですね。晴れた日にギラギラ照りつけるお日さま、も
う夏だと主張しているようでもあります。暑くなりはじめの時期は、からだが
暑さに慣れていないため、調子をくずしやすいものです。いつも以上に、生活
リズムや食事の内容に気を配り、体調が悪い時には、無理せず、早めに休養す
るようにしましょう。
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